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第 6 章は結言で，第 l 章から第 5 章までの結論を総括している。
論文審査の結果の要旨
船舶の推進性能向上のための研究は省エネルギーの見地から近年益々重要になっており，大型肥大船においてはそ
の輸送量が巨大であるため，推進性能向上の効果は極めて大き L、。このような背景の下に本論文は，大型肥大船の推
進性能改善の新しい方式として，従来のノズルプロペラを全く新しい視点から改良した船体一体型ダクトプロペラを
提案するとともに，その方式の流体力学的特性を理論的ならびに実験的に論じたものである。その内容の重要な部分
は以下の通りである。
(1)従来型ノズルプロペラのノズルとプロペラの配置を再検討しノズルを船尾上に装備することにより大型肥大船
の船尾流場特性を改善し抵抗減少効果をもたらし得ること，またプロペラの作動がその結果を更に高める可能性を
有するという新事実を発見するとともに，その流体力学的根拠を理論と広範な実験により与えている。
(2) ダクトの後部にプロペラを配置することにより，通常のプロペラあるいは従来型ダクトプロペラにみられたキャ
ビテーションの発生を減少させ得ることを理論ならびに実験により示している。
(3) 新型式ダクトプロペラを実船に装備するために必要な尺度影響を含む多くの検討項目を理論的ならびに実験的に
詳細に検討した後，実際に実船に装備して推進性能の向上が確実なものであることを示し以後の多数の実船に導
入される基礎を与えている。
以上のように本論文は，その着眼点の独創性と実船装備を実現した具体化への詳細な検討という点において，船舶
流体力学上ならびに造船技術上高く評価されるものであり，その貢献するところ極めて大き ~'o よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
